
交付金事業実施状況報告及び推進事業実績報告並びに基金事業実施状況報告及び活性化事業実績報告について

１．今年度に都道府県及び市町村が実施した推進事業及び活性化事業（交付金等）

（単位：円）

２．消費者行政決算見込み額及び今年度の支出等額
（単位：円）

↑常勤化、定員増反映後

↑常勤化、定員増反映後

支出等割合

33,386,012       

10,778,152       50,482,369       

-                       -                       

49,551,152                                                                

-                     

支出等額（先駆的事業（交付金）を除く。） 61,260,521                                                                

59                                                                  

59                                                                  

％ ％

48                    ％

都道府県決算（見込み）

管内市町村決算（見込み）

104,548,850                                                              消費者行政決算総額（見込み）

支出等額

48.32               

支出等割合（先駆的事業（交付金）を除く。）

19,503,460         19,503,460       

5,132,071         

都道府県 市町村 合計

-                       3,230,207           3,230,207         

事業名（事業メニュー）

-                       -                     

61,260,521                                                                

-                       -                     

61,260,521       

1,891,148           

-                       

-                       

合計

7,528,458           

１.消費生活相談機能整備・強化事業
※都道府県は被災４県のみ

２.消費生活相談員養成事業

４.消費生活相談体制整備事業

54,997,698                                                                

うち、先駆的事業 -                       

8,771               

3,240,923           

６.地域社会における消費者問題解決力の強化に関する事業

５.市町村の基礎的な取組に対する支援事業

25,857,554         

8,771                 

３.消費生活相談員等レベルアップ事業

７.消費者安全法第47条第２項の規定に基づく法定受託事務

別　紙

％



３．消費生活相談員養成事業

①参加者総数 ①参加者総数

②年間研修総日数 ②年間研修総日数

③参加自治体 ③参加自治体

①実地研修受入総数 ①実地研修受入総数

②年間研修総日数 ②年間研修総日数

③実地研修受入自治体 ③実地研修受入自治体

４．消費生活相談体制整備事業

人 人時間／年

人 人時間／年

人

人

人 円

人 円

人日

法人募集型

事業実施自治体

自治体参加型

管内全体の研修参加・受入（実績）

人

人日 人日

事業実施自治体

人

県

実施形態 管内全体の研修参加・受入要望（事業計画）

人

人日

追加的総業務量（総時間）
対象人員数

（勤務時間、日数等の拡大）

管内市町村 13,514

18

人

県

12,754,003

管内市町村 1

17

対象人員数
（報酬引上げ）

管内市町村

対象人員数計 追加的総費用

県 0



５．都道府県が実施した推進事業及び活性化事業（交付金等） （単位：円）

⑯消費者安全法第47条第２項の規定に基づく法定受託事務

⑧消費生活相談員等ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ事業（研修参加支援）

⑫地域社会における消費者問題解決力の強化に関する事業（地
域の多様な主体等との連携の強化を図るための事業）

事業名（事業メニュー）

①消費生活相談機能整備・強化事業（増設・拡充）
※被災４県のみ

②消費生活相談機能整備・強化事業（専門家の活用）
※被災４県のみ

③消費生活相談機能整備・強化事業（商品テスト等）
※被災４県のみ

④消費生活相談機能整備・強化事業（苦情処理委員会）
※被災４県のみ

⑨消費生活相談体制整備事業
※被災４県は本年度の新規分も対象。それ以外は、平成24年度
までの充実・強化が対象。

⑩市町村の基礎的な取組に対する支援事業

⑦消費生活相談員等ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ事業（研修開催）

事業計画

28年度
補正予算

29年度
本予算

基金
（交付金相当分）

989,472

合計

⑮地域社会における消費者問題解決力の強化に関する事業（先
進性・モデル性の高い事業）

⑪地域社会における消費者問題解決力の強化に関する事業（消
費者の安心・安全を確保するための取組）

⑬地域社会における消費者問題解決力の強化に関する事業（事
業者指導や法執行等）

⑤消費生活相談員養成事業（研修開催）

⑥消費生活相談員養成事業（研修参加支援）

⑭地域社会における消費者問題解決力の強化に関する事業（先
駆的事業）

386,031

事業経費

7,473

1,131,710

6,424,831 2,163,048 

相談員、職員の国民生活センター等への研修参加

広域連携による市町村の相談体制整備推進

消費生活相談員養成講座の開催
消費生活相談員OJT
地域における消費者教育推進
（学校現場での実践支援、消費者教育担い手育成）
大学との連携による消費者教育推進
消費者教育推進計画の改定
見守りネットワーク研修会・サポーター養成講座開催
法執行強化・食品表示適正化
啓発物購入・配布

4,207,773

事業（実績）の概要

・市町村向け研修会の開催（基礎研修、応用研修）
・市町村への相談員の出張支援

事業の実績

29年度
本予算

28年度
補正予算

基金
（交付金相当分）

事業経費
交付金等対象経費

1,378,000 - 991,000 387,000 1,375,503

1,992,000 - - 1,992,000 1,865,420 1,220,113 645,307

8,771 1,298

9,494,000 2,119,000 7,375,000 - 7,528,458 2,188,975

交付金等対象経費

2,190,273 2,379,000 10,778,152 12,864,000 2,119,000 8,366,000 



６．推進事業及び活性化事業（都道府県実施分）の実績詳細

７．消費生活相談員養成事業の研修参加、実地研修受入実績（都道府県実施分、該当する場合に記載）

研修参加・受入

実地研修受入人数

⑭地域社会における消費者問題解決力の強化に関する事業（先
駆的事業）

⑯消費者安全法第47条第２項の規定に基づく法定受託事務

③消費生活相談機能整備・強化事業（商品テスト等）
※被災４県のみ

研修参加・受入要望

①消費生活相談機能整備・強化事業（増設・拡充）
※被災４県のみ

⑤消費生活相談員養成事業（研修開催）

⑥消費生活相談員養成事業（研修参加支援）

実施形態

⑦消費生活相談員等ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ事業（研修開催）

実地研修受入希望人数

事業名（事業メニュー）

⑩市町村の基礎的な取組に対する支援事業 広域連携による市町村の相談体制整備推進（旅費）

⑫地域社会における消費者問題解決力の強化に関する事業（地
域の多様な主体等との連携の強化を図るための事業）

対象経費（実績）

人

⑬地域社会における消費者問題解決力の強化に関する事業（事
業者指導や法執行等）

年間研修総日数

法人募集型

⑨消費生活相談体制整備事業
※被災４県は本年度の新規分も対象。それ以外は、平成24年度

人

人

人日

市町村職員研修開催、市町村への相談員の出張支援、市町村等への情報提供（委託料）

参加者数

④消費生活相談機能整備・強化事業（苦情処理委員会）
※被災４県のみ

実績

⑪地域社会における消費者問題解決力の強化に関する事業（消
費者の安心・安全を確保するための取組）

年間研修総日数

消費者被害防止ネットワーク支援（講師謝金、旅費、教材費、使用料）、相談員養成事業（委託料、報酬、旅費）、地域にお
ける消費者教育推進事業（報酬、講師謝金、旅費、教材費、使用料）、大学との連携による消費者教育推進事業（講師謝
金、旅費、消耗品費、印刷製本費、通信運搬費、広告料、使用料）、法執行研修参加支援（旅費）、食品表示適正化事業
（旅費）、高齢者の消費者被害未然防止対策事業（旅費、消耗品費、印刷製本費）

自治体参加型

参加希望者数

⑧消費生活相談員等ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ事業（研修参加支援） 消費生活センター相談員のレベルアップのための研修支援（旅費・負担金）

⑮地域社会における消費者問題解決力の強化に関する事業（先
進性・モデル性の高い事業）

人日

人日

消費者被害防止ネットワーク研修会の開催。相談員養成講座の開催。地域における消費者教育推進事業（消費者教育担い手育成、学校教育現場における実践支援）の実施。大学との連携による消費者教育推進事業の実施。法執行研修への参加。食品表示適正化事業の実施。高齢者の消費者被害未然防止対策事業の実施。

人

事業計画

②消費生活相談機能整備・強化事業（専門家の活用）
※被災４県のみ

県消費生活センターの職員・相談員が相模原研修施設での研修等に参加

市町村職員等に対するスキルアップ研修を開催

広域連携による市町村の相談体制整備を推進（海草地域、日高地域、西室地域、東牟婁地域）

年間研修総日数 人日

年間研修総日数

事業強化・機能強化の成果



８．今年度に管内の市町村が実施した推進事業及び活性化事業の総額（交付金等） （単位：円）

⑭消費者安全法第47条第２項の規定に基づく法定受託事務

⑥消費生活相談員等ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ事業（研修開催）

⑪地域社会における消費者問題解決力の強化に関する事業
（事業者指導や法執行等）

③消費生活相談機能整備・強化事業（商品テスト）

⑤消費生活相談員養成事業（研修参加支援）

合計

⑫地域社会における消費者問題解決力の強化に関する事業（先駆的事
業）

①消費生活相談機能整備・強化事業（新設・増設・拡充）

⑧消費生活相談体制整備事業

⑬地域社会における消費者問題解決力の強化に関する事業
（先進性・モデル性の高い事業）

和歌山市、海南市、橋本市、有田市、御坊市、田辺市、新宮市、紀の川市、岩出市、紀美野
町、かつらぎ町、九度山町、高野町、湯浅町、広川町、有田川町、美浜町、日高町、由良町、
印南町、みなべ町、日高川町、白浜町、上富田町、すさみ町、那智勝浦町、太地町、古座川
町、北山村、串本町

④消費生活相談機能整備・強化事業（苦情処理委員会）

23,113,000

⑦消費生活相談員等ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ事業（研修参加支援）

⑨地域社会における消費者問題解決力の強化に関する事業
（消費者の安心・安全を確保するための取組）

⑩地域社会における消費者問題解決力の強化に関する事業
（地域の多様な主体等との連携の強化を図るための事業）

②消費生活相談機能整備・強化事業（専門家の活用）

事業名（事業メニュー）

3,021,000

実施市町村

2,438,000

和歌山市、海南市、橋本市、有田市、御坊市、田辺市、新宮市、紀の川市、岩出市、紀美野
町、かつらぎ町、九度山町、高野町、湯浅町、広川町、有田川町、美浜町、日高町、由良町、
みなべ町、日高川町、白浜町、上富田町、すさみ町、那智勝浦町、太地町、古座川町、北山
村、串本町

347,920

22,917,000

523,000

25,538,472

2,177,718

3,152,000

8,251,427

1,361,000

10,904,1138,227,000 22,647,430

26,178,000

749,000

11,608,000

3,467,35021,866,744

527,780 523,460橋本市

55,273,000 

523,000

54,439,293 24,238,800 14,431,568 11,812,001 14,760,000 11,843,000 

650,810 1,240,338

547,000 3,547,893 849,866

事業計画

2,320,236

28年度
補正予算

29年度
本予算

28年度
補正予算

事業の実績

交付金等対象経費

海南市、橋本市、御坊市、田辺市、新宮市、有田川町、日高町、上富田町

29年度
本予算

60,105

事業経費

交付金等対象経費

2,255,000

基金
（交付金相当分）

事業経費
基金

（交付金相当分）

和歌山市、橋本市、御坊市、田辺市、新宮市、かつらぎ町、九度山町、美浜町、日高町、由良
町、印南町、みなべ町、日高川町、白浜町、那智勝浦町、太地町、古座川町、北山村、串本
町

24,736,000 



９．推進事業及び活性化事業（管内市町村実施分）の実績詳細

10．今年度の推進事業支出予定額 11．今年度の基金取崩し実績額

　 　

相談業務環境の向上を図った。

④消費生活相談機能整備・強化事業（苦情処理委員会）

⑤消費生活相談員養成事業（研修参加支援）

⑥消費生活相談員等ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ事業（研修開催）

事業名（事業メニュー）

①消費生活相談機能整備・強化事業（新設・増設・拡充）

②消費生活相談機能整備・強化事業（専門家の活用）

⑭消費者安全法第47条第２項の規定に基づく法定受託事務

⑩地域社会における消費者問題解決力の強化に関する事業
（地域の多様な主体等との連携の強化を図るための事業）

うち管内の市町村合計

交付金分

うち都道府県

⑫地域社会における消費者問題解決力の強化に関する事業（先駆的事
業）

地域で見守り活動・消費者教育を担える個人や団体の育成を目指した養成講座を実施。

2,163,048                       

円

8,615,104              円

⑪地域社会における消費者問題解決力の強化に関する事業
（事業者指導や法執行等）

47,285,472            

⑨地域社会における消費者問題解決力の強化に関する事業
（消費者の安心・安全を確保するための取組）

うち都道府県

13,975,049                     

⑦消費生活相談員等ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ事業（研修参加支援）

円

円

専門相談員の配置による相談窓口の整備、充実を図った。

③消費生活相談機能整備・強化事業（商品テスト）

事業強化・機能強化の成果の概要

38,670,368            

⑧消費生活相談体制整備事業

⑬地域社会における消費者問題解決力の強化に関する事業
（先進性・モデル性の高い事業）

相談員及び相談業務担当職員の能力向上を図った。

円

円

啓発物資の配布や啓発講座を開催し、消費者啓発を推進した。悪質商法の情報提供・注意喚起を行い、消費者被害の未然防止を図った。

11,812,001                     

交付金相当分

うち管内の市町村合計



12．消費者行政決算見込み額（１）

13．消費者行政決算見込み額（２）

19,503,460           

0

円

円

円

円

75,576,850        

4,515,329          

円14,316,329        

円

4,293,455        

円円

円

28,972,000         

うち管内市町村

うち管内市町村

④③を含めた交付金等対象外経費

うち都道府県

うち管内市町村

うち都道府県

うち交付金等対象の賃料、人件費等

③都道府県全体の消費者行政決算見込み総額 28,972,000         円

うち交付金等対象経費

うち交付金等対象経費

104,548,850         

円

円円37,270,157

54,997,698           円 円

対平成２０年度差

円

今年度

-                       

円

円

円 38,773,000

円

59,768,000円

0 円 円

円円

円

うち交付金等対象外経費 28,972,000

うち交付金等対象の常勤職員の時間外勤務手当

うち交付金等対象の賃料、人件費等

28,972,000         

前年度平成２０年度

0

19,503,4604,293,455 円

②都道府県の管内の市町村の消費者行政決算見込み総額

円

-                     

49,551,152           

うち都道府県

うち都道府県

0 円

円

⑤消費者行政予算総額に占める交付金等支出額割合

円

うち交付金等対象の賃料、人件費等

うち先駆的事業

うち交付金相当分取崩対象外経費 4,842,797

91.8

4,515,329

42,112,954      

①都道府県の消費者行政決算見込み額 74,170,141      

0

14,402,141

円

円

円

9,588,223         

13,212,212        

0

円

9,801,000          

円

円

12,884,744        

円

-11,734,245      円

円円

円

円

50,482,369           

-                     

-                     

-327,468          

15.0

％

-21,322,468      

円

円

15,210,005        

円

-                     

15,210,005        

円-20,995,000      

48.3

うち管内市町村

22240000

円

円

うち交付金等対象経費

円円

10,778,152           円-3,623,989        

円

-                     

20,579,152        

円

54,997,698        

-                     

-24,618,989      

-                     

対前年度差

％

うち交付金等対象外経費

61,013,000         

円

うち都道府県

①定数内の消費者行政担当者数（平成20年度末時点） -                       

-                    

人

0

0

％

4,515,329           

人

円

0

うち管内市町村

116,283,095     

うち先駆的事業

51,672,298      

うち先駆的事業

円

人

③定数内の消費者行政担当者の人件費（想定） 22,240,000         

0

円

円

円

うち交付金等対象の常勤職員の時間外勤務手当

円

②定数内の消費者行政担当者数（今年度末時点） -                       人

円

うち交付金等対象の常勤職員の時間外勤務手当

人

円

0

人

円

円

65,528,329         

43,288,329           

-                        円

円

61,260,521           

-                        

64,610,797      

-                    

円

円

0 円 0

円 円



14．基金の管理（実績）

15．都道府県の消費生活相談員の配置について

16．都道府県の相談員の処遇改善に向けた取組（実績）

円

円

円

今年度末の予定基金残高（交付金相当分）
　（※出納整理後の額を記載）

-                                         

今年度の基金積戻し額（交付金相当分）

うち定数内の相談員

-                                         

13,975,049                           

設置当初の基金残高（交付金相当分） 201,500,000                          

人

今年度末実績 相談員総数

相談員総数

人

19

相談員総数

人

うち定数外の相談員

うち委託等の相談員 前年度末

前年度末

①報酬の向上

人 今年度末実績相談員総数

④その他

人前年度末

円

消費生活相談員の配置 15

9,831                                   

相談員総数今年度末実績

相談員総数

相談員総数

円

円

前年度末の基金残高（交付金相当分） 13,965,218                           

今年度の基金取崩し額（交付金相当分）

今年度の基金運用収入予定（交付金相当分）

人

人

相談員総数 19

前年度末 今年度末実績

15

人

処遇改善の取組 具体的内容

②研修参加支援

③就労環境の向上



17．管内市町村の消費生活相談員の配置について

18．今年度の管内の市町村の相談員の処遇改善に向けた取組（実績）

人相談員総数

1 人

相談員総数2 人

4人

相談員総数 15

今年度末実績

15うち委託等の相談員

今年度末実績

前年度末

うち定数外の相談員 4前年度末

人 今年度末実績

消費生活相談員の配置 人

（和歌山市）消費生活相談員報酬（130,000円→140,000円）
（海南市）   平成22年度　　　　　　　　　1回あたり（3時間）の相談費用　5,000円
                  平成23年度～25年度　　1回あたり（3時間）の相談費用　10,500円
                  平成26年度～28年度　　1回あたり（3時間）の相談費用　10,800円
（橋本市）（嘱託）平成30年1月より昇給　（121,100円から137,300円）

前年度末 相談員総数

（和歌山市）
消費生活相談員（2名×1回）の研修参加支援
（九度山町）
積極的な研修参加を促し、消費者行政に係る専門知識や相談対応などのスキルを身につける。

処遇改善の取組 実施市町村及び具体的内容

人相談員総数 23前年度末

うち定数内の相談員

相談員総数 人

相談員総数 18

（有田川町）
呼び出しスイッチを設置
（日高地域広域連携）
相談員資質向上のための各種研修会参加

今年度末実績 相談員総数

③就労環境の向上 ○

④その他

②研修参加支援

○①報酬の向上

○


